


開催にあたって開催にあたって

　わたしたちの身のまわりにある色は、無限の広がりを持って表現されて　わたしたちの身のまわりにある色は、無限の広がりを持って表現されて

います。例えば一口に「青色」といっても、日本古来から愛用されてきたいます。例えば一口に「青色」といっても、日本古来から愛用されてきた

青色には多くの種類があります。青色には多くの種類があります。

　近年、日本で「青色」といえば、サッカーを始めとする日本代表のユニ　近年、日本で「青色」といえば、サッカーを始めとする日本代表のユニ

フォームの色「ジャパン・ブルー」が有名です。「ジャパン・ブルー」とは「日フォームの色「ジャパン・ブルー」が有名です。「ジャパン・ブルー」とは「日

本の青」という意味ですが、明治時代の初めに日本政府の招きで来日した本の青」という意味ですが、明治時代の初めに日本政府の招きで来日した

英国の化学者アトキンソンが、当時の日本のいたるところで見られた藍染英国の化学者アトキンソンが、当時の日本のいたるところで見られた藍染

めの着物の色に「ジャパン・ブルー」と名付けたことに由来します。めの着物の色に「ジャパン・ブルー」と名付けたことに由来します。

　また、日本における「青色」は、着物だけではありません。収蔵品を見　また、日本における「青色」は、着物だけではありません。収蔵品を見

てみますと、「染付」と呼ばれる、青色で模様が描かれた陶磁器が数多くてみますと、「染付」と呼ばれる、青色で模様が描かれた陶磁器が数多く

あります。割れた小さな皿でも漆などで接合してあり、大切に使用されてあります。割れた小さな皿でも漆などで接合してあり、大切に使用されて

いた様子がわかります。いた様子がわかります。

　今回の展示では、「藍色の風景」と題し、収蔵品の中からこの「青色」をテー　今回の展示では、「藍色の風景」と題し、収蔵品の中からこの「青色」をテー

マに紹介しております。日々の生活の中における「藍色」の使われ方や、マに紹介しております。日々の生活の中における「藍色」の使われ方や、

日本古来の美意識などについて見つめ直すきっかけになれば幸いです。日本古来の美意識などについて見つめ直すきっかけになれば幸いです。
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　〜凡　例〜

1.本書は、平成20年4月26日から7月13日まで開催される、宮代町郷土資料館平成20年度第1回企画展「収

蔵品で語る宮代の民俗2 藍色の風景」の展示図録です。

2.展示の企画及びポスター・図録の執筆、写真撮影、デザイン、編集は、当館学芸員横内美穂が担当しました。

3.資料の中には、紙面の関係で図録に掲載できなかった資料もあります。

4.企画展の開催にあたっては、下記の方々より寄贈いただいた資料を使用させていただきました。掲載以外の方々

からも多くの資料が資料館に寄贈・寄託されております。関係の皆様の御理解・御協力に厚く御礼申上げます。

　展示資料の寄贈者(敬称略、五十音順)

　　金子和生 金子三春 小島雅郎 鷺谷国雄 高畑博 成田秀雄



　藍色の器−1

　白い素
そ じ

地に呉
ご す

須(酸化コバルト)で文
もんよう

様を

描いた「染
そめつけ

付」と呼ばれる陶
と う じ き

磁器は、中国

からその技法が伝わり、17世紀の始め頃

に肥
ひ ぜ ん

前の有田を中心にその生産が始まりま

した。その後、19世紀の始めに瀬戸でも

染付の生産に成功し、文政11年(1828年)

に起きた有田の大火による陶
とうこう

工の離散も加

わって日本全国に染付の技術が広まり、江

戸時代の後半には、染付は一般的な食器と

なりました。

　このコーナーで展示している器は、日常

的に使われたものばかりではなく、冠
かんこんそう

婚葬

祭
さい

など特別な機会に使用されたと思われる

器が多く含まれています。その場合、10個、

20個といったある程度の数が揃えられて

いるようですが、当時の陶磁器は高価なも

のであったため、このようにたくさんの数

を揃えておくことは大変なことでした。そ

のため、裕福な商家や名主などの村
むらやく

役を勤

めていた家が保有していたり、地域の人が

共同で購入したりするなどして、いざ必要

な時のために大切に保管してきました。

 3.染付二鶴図八角皿

1.染付微塵唐草文なます皿

2.染付微塵唐草文猪口

 4.染付二鹿遊山図中皿

 5.染付雲竜兎鴨飛蝶唐草文大皿

 6.印判手染付微塵唐草文大皿

　裏の高台部分を見

ると、ろくろで作ら

れたと思われる跡が

見られます。

　このお皿は4枚ありま

すが、鹿の描き方や松の

数が違うなど、どれも微

妙に筆づかいが異なって

います。

　龍・兎をはじめとして、「めでたい」とされ

る模様がいっぱい描かれた大皿です。

　表面が削られ、「魚てつ」の文字が見えます。

刺身や煮魚など、仕出しのお料理がのっていた

のかもしれませんね。

　印判手の技法の中

で、型紙を使って模

様を描いたものであ

ると思われます。中

央部分に多くの瑕が

見られますが、包丁

のような鋭利な刃物

による瑕のようです。

盛りつけた物を切り

分けたりしたので

しょうか。



　藍色の器−2

　いつの世も同じかもしれませんが、職人

の技術や芸術性が高いものや、時代を経た

ものの中には、「使用する」対象から「鑑賞

する」対象へと、存在する理由が変化する

場合があります。今回の企画展で皆さんが

ご覧になっている資料のすべては、「使用

する」目的から「資料として歴史を伝える」

という目的へと、まさにその存在理由が変

えられたものです。

　このコーナーに展示した器は実際に使用

されていたものですが、「使用する」という

本来の目的とは別に、描かれた絵を楽しん

だり、置かれたときの姿を見て楽しんだり

されていたものでもあるようです。

　このように、展示品を含め資料館で収蔵

している資料をみていくと、私たちが日常

的によく使用しているような物ほど、資料

として少ないことに気が付きます。例え

ば、食事に使用している食器や、歯磨きに

使用している歯ブラシやコップ、学校に行

くときに身につける洋服や靴やランドセル

など、普段の生活で何気なく、しかも当た

り前のように使っている物ほど、壊れれば

捨てられてしまい、気が付いたときには記

憶の中にしか存在しないものとなっていま

す。もしかすると、これまでの歴史の中で、

もっとも身近な物ほど資料として残りにく

い時代になっているかもしれませんね。

8.染付牡丹図大徳利

9.印判手染付竹花捻文大皿

11.染付松図盃

16.九谷焼染付人物山水図湯呑（部分）

14.染付杜若図猪口

18.染付蘇鉄図花入

　印判手の技法の中で、型紙を使って模様を描いたもので

あると思われます。中央部分に多くの瑕が見られますが、

包丁のような鋭利な刃物による瑕のようです。盛りつけた

物を切り分けたりしたのでしょうか。

　割れてしまった部分を漆

と金で接合し直す「金継ぎ」

が施されています。割れて

も直せるうちは大事に使用

していた様子がうかがえま

すね。

　これらの盃は5個ずつあり

ますが、どれも微妙に大きさ

が違っています。型などを使

わずに作られたことや、焼成

の時の収縮率の違いなどが、

その理由ではないかと考えら

れます。



　藍色の日常着・仕事着

　明治8年、明治政府に招かれて来日し、

東京開成学校(後の東京帝国大学)で教
きょうべん

鞭を

とったイギリス人化学者ウィリアム・アト

キンソンは、染料の研究をしていたことで

も知られていますが、日本全国のいたると

ころで人々が「青色衣装」つまり藍
あ い ぞ

染めに

よる着物を着ていたことに驚きました。一

般的に英語では藍色のことを「インディゴ」

と言いますが、彼は藍染めにより表現され

る青色の幅広さと深みにも注目し、日本特

有の藍色を「ジャパン・ブルー」と名付け

ました。同じ頃に来日したラフカディオ・

ハーン(小泉八雲)も、その初来日の印象を

記した著書『東洋の第一日』のなかで、「青

い屋根の小さな家屋、青いのれんのかかっ

た小さな店
て ん ぽ

舗、その前で青い着物姿の小柄

な売り子が微笑んでいる。(中略)着物の多

数を占める濃紺色は、のれんにも同じよう

に幅を利かせている。」※1と記している

ように、日本では藍染めの日常着や仕事着

が一般的であった様子がうかがえます。

　藍染めの布は、虫や蛇を寄せ付けないと

いわれ、殺菌効果があるとも考えられてい

ました。藍の葉そのものが食あたり・熱冷

ましなどの民間療法に使われていたなど、

日常生活において藍は大変重宝され、野良

作業や大工などの作業着として、藍染めの

着物が使われるようになったのかもしれま

せん。※1・・角川ソフィア文庫「新編 日本の面影」ラフカディ

オ・ハーン=著・池田雅之=訳 より引用

19.染付松笹図水差

22.染付水草鯉図盃洗

21.九谷焼染付唾壷

17.東山焼染付燭台

　東東
とうざんやきとうざんやき

山焼山焼は、は、姫姫
ひ め じ は んひ め じ は ん

路藩路藩のおのお

庭焼きとして江戸時代に庭焼きとして江戸時代に

始まり、明治15年まで始まり、明治15年まで

焼かれていました焼かれていました。

　唾唾
だ こだ こ

壷壷とは、もともとはとは、もともとは唾唾
つばつば

やや啖啖
たんたん

などをなどを吐吐
はは

き捨てるためき捨てるため

の器で、古くは平安時代に編さんされた「の器で、古くは平安時代に編さんされた「延延
え ん ぎ し きえ ん ぎ し き

喜式喜式」や」や

「「和和
わみょうるいじゅしょうわみょうるいじゅしょう

名類聚抄名類聚抄」などにも示されています。のちに、その実」などにも示されています。のちに、その実

用性はなくなり、室内の用性はなくなり、室内の装装
そうしょくひんそうしょくひん

飾品飾品として置かれるようになりとして置かれるようになり

ましたました

　盃盃
はいせんはいせん

洗洗とは、文字通りにとは、文字通りに

酒酒
しゅせきしゅせき

席席でで盃盃
さかずきさかずき

を洗うための器を洗うための器

のことです。日本では昔のことです。日本では昔

から、相手と心を通わすから、相手と心を通わす

手段の一つとして、盃を手段の一つとして、盃を

やりとりすることがありやりとりすることがあり

ます。盃洗はその時に使用されました。ます。盃洗はその時に使用されました。

　この資料には　この資料には鯉鯉
こいこい

の絵が描かれていますが、ここに水が張の絵が描かれていますが、ここに水が張

られると、あたかも実際に鯉が泳いでいるようなられると、あたかも実際に鯉が泳いでいるような趣趣
おもむおもむ

になにな

り、り、粋粋
いきいき

な感じがしますねな感じがしますね



28.ノラジバン（男性用）

29.モモヒキ（男性用）

25.浴衣

26.浴衣

30.印半纏（百間　野口材木店）

33.印半纏（永塚工務店）

34.印半纏（百間山　西光院）

　　　藍藍
あ い ぞあ い ぞ

染染めの布は、めの布は、蛇蛇
へびへび

や害虫を寄せ付けないといわれましや害虫を寄せ付けないといわれまし

た。そのため、た。そのため、野野
の ら ぎの ら ぎ

良着良着などによく使用されましたなどによく使用されました

　布を布を織織
おお

る前の糸の状態の時にる前の糸の状態の時に

藍藍
あ い ぞあ い ぞ

染染めで染められたと思われまめで染められたと思われま

す。糸の染め上がりが部分的にす。糸の染め上がりが部分的に

違うことから、織り上げたとき違うことから、織り上げたとき

にに縞縞
しまじょうしまじょう

状状に見えます。このことかに見えます。このことか

ら、「ら、「青青
あおじまあおじま

縞縞」と呼ばれています」と呼ばれています



　藍
あ い ぞ

染め職人「紺
こ う や

屋」

　糸や布の染色を職業とする家を「紺屋」

と呼びました。かつては宮代町にも百
も ん ま

間、

中島、逆
さかさい

井、藤
ふ じ そ ね

曽根などの地域に紺屋があ

りました。衣服が和装中心であった頃には、

自宅で作った絹や木綿の糸を染めてもらっ

て布を織ったり、あるいは織り上げた布を

染めてもらって着物を仕立てたり、さらに

は手持ちの着物を染め替えて仕立て直すな

ど、染色を要する機会が多くありました。

そのために、地域における紺屋の存在は大

変重要でした。

　しかし、昭和20年代を境に衣服が洋装

化し、安価で色数が多く発色の良い化学染

料が染め物の主流となるに伴って藍染めの

需要も減少し、全国的に紺屋は姿を消して

いきました。宮代町においても昭和30年

代初頭を最後に廃業した紺屋がほとんど

で、いまでは藍染めを行なう紺屋はなくな

りました。

番号 資料名 時代 旧蔵者

１ 染付微塵唐草文なます皿 明治時代 小島雅郎氏

2 染付微塵唐草文猪口 江戸時代 小島雅郎氏

3 染付二鶴図八角皿 江戸時代 小島雅郎氏

4 染付二鹿遊山図中皿 江戸時代 小島雅郎氏

5 染付雲竜兎鴨飛蝶唐草文大皿 江戸時代 金子三春氏

6 印判手染付微塵唐草文大皿 明治時代 金子三春氏

7 染付松竹梅図大皿 江戸時代 金子三春氏

8 染付牡丹図大徳利 明治時代 鷺谷国雄氏

9 印判手染付竹花捻文大皿 明治時代 金子三春氏

10 印判手染付扇面草花図大皿 明治時代 金子三春氏

11 染付盃 いろいろ 江戸〜明治時代 小島雅郎氏

12 染付文箱桜花図盃 江戸時代 小島雅郎氏

13 染付松図盃 江戸時代 小島雅郎氏

14 染付杜若図猪口 江戸時代 小島雅郎氏

15 染付飛竜図蛸唐草文飯碗 江戸時代 小島雅郎氏

16 九谷焼染付人物山水図湯呑 江戸時代 小島雅郎氏

17 東山焼染付燭台 明治時代初期 小島雅郎氏

18 染付蘇鉄図花入 江戸時代 小島雅郎氏

19 染付松笹図水差 江戸時代 小島雅郎氏

20 染付菊花雲竜文蓋付壷 明治時代 小島雅郎氏

番号 資料名 時代 旧蔵者

21 九谷焼染付唾壷 明治時代 小島雅郎氏

22 染付水草鯉図盃洗 江戸時代 小島雅郎氏

23 染付青花図盃洗 江戸時代 小島雅郎氏

24 染付牡丹唐草文蓋物 江戸時代 小島雅郎氏

25 浴衣 昭和時代 高畑博氏

26 浴衣 昭和時代 高畑博氏

27 ノラジバン（女性用） 昭和時代 金子和生氏

28 ノラジバン（男性用） 昭和時代 高畑博氏

29 モモヒキ(男性用) 昭和時代 高畑博氏

30 印半纏(百間 野口材木店) 昭和20〜30年代 金子和生氏

31 印半纏(宮代建築 あづま建設) 昭和20〜30年代 金子和生氏

32 印半纏(百間 折原本家) 昭和20〜30年代 金子和生氏

33 印半纏(永塚工務店) 昭和20〜30年代 金子和生氏

34 印半纏(百間山 西光院) 昭和20〜30年代 金子和生氏

35 印半纏用反物(宮代建築 あづま建設) 昭和20〜30年代 金子和生氏

36 印半纏用反物(永塚工務店) 昭和20〜30年代 金子和生氏

37 ノリオキヘラ 昭和20〜30年代 関根 萬力 氏

38 型紙 昭和20〜30年代 関根 萬力 氏

39 紺屋の包み紙（瀧口染物店） 昭和20〜30年代 金子和生氏

 37.ノリオキヘラ

 39.紺屋の包み紙（部分）

38.型紙（部分）

●は瀧口染物店の位置
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